
新
エ
ネ
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー

と
き　
１
月
22
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
世
界
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
対
策
の
最
新
情
報
や
市
民
協

働
発
電
所
の
導
入
に
つ
い
て
の

講
演
な
ど

講
師　
大
野
輝
之
さ
ん
（
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
常
務
理
事
）
ほ

か
定
員　
80
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
、
低
炭

素
都
市
推
進
室
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込
む

問
岡
山
県
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス
エ
コ
」（
岡
山
市
）
☎
０

　

８
６
‐
２
２
４
‐
７
２
７
２

問
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
・
さ
ん
内
）

　

☎
31
‐
８
７
５
３
、
薨
31
‐
２

　

５
３
４

「
さ
ん
・
さ
ん
」

働
き
女
子
応
援
講
座

　
働
く
女
性
に
お
す
す
め
し
た
い

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
講
座
で
す
。

■
第
１
回
フ
ッ
ト
ケ
ア
体
験
講
座

と
き　
１
月
31
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

演
題　
足
は
第
２
の
心
臓

講
師　
爲
石
眞
理
子
さ
ん
（
日
本

原
病
院
看
護
部
長
）

内
容　
足
の
む
く
み
の
原
因
と
改

善
方
法
、「
あ
し
ん
こ
体
操
」・

「
足
育
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
な
ど

■
第
２
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座

と
き　
２
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

演
題　
幸
せ
の
種
の
み
つ
け
方
〜

ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
師　
中
川
真
弓
さ
ん
（
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
教
育
協
会
認
定
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
こ
ろ　
さ
ん
・
さ
ん

対
象　
全
２
回
受
講
で
き
る
女
性

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
予
約
要
）

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
電
話
番
号
を
、
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
伝
え
、
申

し
込
む

締
め
切
り　
１
月
22
日
㈮

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３
、

薨
31
‐
２
５
３
４

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
習
会

　
子
育
て
の
た
め
の
快
適
な
環
境

づ
く
り
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

安
全
な
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
き　
１
月
20
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア

ル
ネ
・
津
山
５
階
）

講
師　
市
健
康
増
進
課
保
健
師
、

日
本
自
動
車
連

　
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）

　
職
員

定
員　
30
人

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　
１
月
18
日
㈪

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
予
約
要
）

※
会
員
で
な
い
人
も
参
加
可

訓
練
場
所　
津
山
圏
域
雇
用
労
働

セ
ン
タ
ー
（
山
下
）

対
象　
求
職
中
の
人

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
要
）

申
込
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
相
談
し
、
申
し
込
む

締
め
切
り　
２
月
９
日
㈫

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校（
川
崎
）

☎
26
‐
１
１
２
５

講
座
・
講
演
会

す
こ
や
か
ハ
ツ
ラ
ツ
講
座

「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室
」

と
き　
２
月
５
日
㈮
午
後
６
時
30

分
～
７
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
体
の
ゆ
が
み
を
解
消
す
る

体
操
で
体
の
調
子
を
整
え
る

講
師　
酒
本
尚
美
さ
ん
（
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

定
員　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
直
接
伝

え
、
申
し
込
む

締
め
切
り　
１
月
22
日
㈮

問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

平
成
28
年
度
市
営
住
宅

空
き
家
待
ち
入
居
希
望
者

募
集
団
地　
公
営
住
宅
＝
院
庄
、

野
介
代
、
高
野
山
西
、
丹
後
山
、

八
千
代
、
権
現
、
森
脇
、
朝
吉
、

日
本
原
、
西
中
、
公
郷
、
齋
野

谷
、
小
中
原
、
特
公
賃
等
＝
宮

部
、
小
中
原
、
中
土
居
、
大
畑

応
募
要
件　
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
こ
と
①
市
内
に

住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
②

同
居
親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が

い
る
。
た
だ
し
、
60
歳
以
上
の

人
や
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
な

ど
は
単
身
で
も
応
募
可
③
収
入

が
定
め
ら
れ
た
基
準
以
内
で
あ

る
（
住
宅
に
よ
り
基
準
が
異
な

り
ま
す
）
④
住
宅
に
困
っ
て
い

る
⑤
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈪
〜
29
日

㈮

※
現
入
居
者
が
退
去
し
た
場
合
に

入
居
で
き
ま
す

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
一
般
財
団
法
人
津
山
市
都
市
整

備
公
社
（
市
役
所
６
階
）
☎
32

‐
２
１
２
７

第
16
回
岡
山
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

と
き　
平
成
28
年
４
月
下
旬
～

参
加
要
件　
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
13
歳
以
上
で
、
市
内
在
住

ま
た
は
市
内
施
設
に
入
所
な
ど

し
て
い
る
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
、
精
神
障
害
者

競
技
種
目　
個
人
競
技
＝
陸
上
競

技
・
水
泳
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
、
団

体
競
技
＝
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
な
ど

参
加
費　
無
料

締
め
切
り　
１
月
29
日
㈮

※
競
技
の
日
程
や
参
加
条
件
、
申

込
方
法
な
ど
は
、
種
目
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
個
人
競
技
＝
障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
10
番
窓
口
）
☎
32
‐

　

２
０
６
７
、
薨
32
‐
２
１
５
３
、

団
体
競
技
＝
岡
山
県
福
祉
相
談

　

セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）
☎
０
８

　

６
‐
２
３
５
‐
４
０
７
５
、
薨

０
８
６
‐
２
３
５
‐
４
０
８
８

放
送
大
学
学
生
（
４
月
入
学
）

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
Ｂ
Ｓ
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

締
め
切
り　
第
１
回
＝
２
月
29
日

㈪
、
第
２
回
＝
３
月
20
日
㈰

※
資
料
の
取
り
寄
せ
は
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
市
）
☎
０
８
６
‐
２
５
４

　

‐
９
２
４
０

北
部
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

■
医
療
事
務
科

訓
練
期
間　
３
月
２
日
㈬
～
５
月

31
日
㈫

９月３日㈪～９日㈰  偶数時台の各15分から
｢みんなで支える救急医療」

◇１月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情報ホットライン： 毎時57分～00分

※放送日時は変更になる場合があります

毎時57分～00分

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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け
い
じ
ば
ん
（
募
集
、
講
座
・
講
演
会
）

け
い
じ
ば
ん
（
講
座
・
講
演
会
）

 テロの未然防止にご協力を！

　平成28年には、第42回主要国首
脳会議（伊勢志摩サミット）や関連
する閣僚会議が全国10カ所で開催
され、倉敷市では、教育大臣会合
が開催される予定です。大規模な
国際会議はテロを実行する者にとっ
て、格好の攻撃対象となり得ます。
　警察では、このようなテロ事件
を未然に防止するため、情報収
集・分析、関係機関と連携した水
際対策、警戒警備、
爆発物原料などの
管理者対策などを
行っています。

■問津山警察署（林田）☎25-0110

マスコットキャラ
クターももくん

ご理解とご協力を
お願いします

油の流出による水質汚染防止
　冬期は、暖房器具などへの給油や、
燃料配管の破損による油漏れ事故が増
える時期です。流出した油は川に流
れ、川の水が汚染され
ます。油流出事故防止
のため、次のことに注
意してください。

注意！
●燃料機器への給油中は、その場を離

れない
●経年劣化の恐れがあるので、タンク

や給油管を定期的に点検する

■問環境生活課☎32-2055

Ｑもし、油が流出してしま
った場合や流出を発見した
場合はどうすれば良いの？

Ａすぐに市役所、消防署、
警察署へご連絡ください。

年賀状などの書き損じハガキが
カンボジア地雷撤去支援になります
　カンボジアでは、今でも地雷や不発
弾により、罪のない子どもたちが手足
を奪われています。地雷被害を無くす
ため、家庭にある書き損じハガキなど
を集めて換金し、地雷撤去団体へ寄付
しています。ご協力をお願いします。
集めているもの　書き損じハガキ、未

使用のハガキ・切手・
　テレフォンカード
送付方法　郵送で送付する
※はがき３枚で１平方メートルの地雷

原の地雷を撤去できます
※詳しくは、お問い合わせください
■問〒814-0002福岡県福岡市早良区西
新1-7-10-702財団法人カンボジア
地雷撤去キャンペーン事務局☎092-
　833-7575




